
岡山県医師会消化管検診研究会講演会
日 時 :平成31年 2月 23日 (土)14:00～ 17:00
場 所 :岡山県医師会館 三本記念ホール

開会挨拶 岡山県医師会 会長 松山 正春
座長 川崎医科大学消化管内科学教室 教授 塩谷 昭子

症例検討「胃癌見落とし例の検討」 14:05～ 14:35

講 師 :り Il崎医科大学消化管内科学教室 講師 村尾 高久 先生

: 日本消化器がん検診学会から対策型検診のための胃内視鏡検診マニュアルが出 :
され、観察法が示されているが、意識して観察しなければ見落とす場合もある。 :

講演 I「ピロリ感染と胃がん検診」 14:35～ 15:45

講 師:神戸大学大学院医学研究科内科学講座消化器内科学分野

特命教授 梅垣 英次 先生

: ピロリ感染と胃がんの密接な関係は周知の事実であり、胃がん検診においては早期の :

がんを発見することはもちろん、いかにピロリ感染を診断して除菌をすすめるかがポイント
となる。ピロリ感染における内視鏡診断を解説するとともに、平成 29年 12月より導入した
:神戸市での対策型胃内視鏡検診の現況と問題点についてもお話したい。

講演 II「大腸がん検診における内視鏡の役割」 15:45～ 16:55

講 師:大阪国際がんセンター消化管内科 副部長 竹内 洋司 先生
.●
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: 本邦における大腸癌は発生、死亡ともに米国とほぼ同数であり人口比を考えると日本 :
:は、大腸癌大国と言えます。大腸癌は、検診及びポリープ摘除によって十分予防できる疾 :

:患であり、より効率的な予防が可能な内視鏡の役割について解説します。       :

閉会挨拶 岡山県医師会 副会長 大原 利憲

※日医生涯教育講座単位 :2.5単位
CC 症例検討 0.5単位 9医療情報 演題 1 1単位 11予防と保健 51嘔気・嘔吐
演題‖ 1単位 22体重減少・るい痩 54便通異常 (下痢 0便秘)
生涯教育チケット帳を持参お願いいたします。

日本内科学会認定総合内科専門医更新の 2単位が認定されています。

※本講演会は、「岡山県消化管精密検診施設」更新に関わる講演会 (年 1回出席)に認定されて
いますので消化管精密検診委嘱施設の方は聴講をお願いします。

会員施設のコ・メディカルの方も奮つてご参加下さい。

講演 I、 講演Ⅱ、症例検討とも講演後、質疑応答を受けます。

※託児希望の方は岡山県医師会HPよ り生涯教育⇒託児申込書をダウンロードをして2月 15日までにFAX

よりお申込お願いします。FAX 086-251-6622

災害、天候不順の場合中止することがあります。 【問合せ先】086-230-7180


